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はしがき

2015年秋、カナダ連邦議会議員選挙で自由党が約 10年ぶりとなる勝利を
収め、党首ジャスティン・トルドー（Trudeau, Justin）が首相に就任した。ト
ルドー首相は、1960年代から 1980年代半ばまでの間に首相を 2度務めたピ
エール・トルドー（Trudeau, Pierre E.）の長男である。父ピエールは、国策と
して世界初の多文化主義政策の導入（1971年）、旧宗主国イギリスから独立
した手続きで初めてとなる憲法の制定（1982年）、経済政策の推進とカナダ
社会の発展に数々の功績を残した人物である。
偉大な政治家を父に持つこと、43歳という若さ、教師として働いた経
歴、ボクシングのチャリティーマッチに出場というトルドー首相本人のプロ
フィールもさることながら、首相就任時に発表された閣僚人事もカナダ国民
からの注目を集めることとなった。閣僚 30人を歴代内閣で初めて男女同数
とし、全閣僚の年齢層も 30～ 50歳代と若く、起用した閣僚の構成は先住民、
インド系移民、アフガニスタンからの難民出身者、視覚障害者、身体障害者
を含んでおり、多様性に富むものであった。トルドー首相が「カナダらしい
内閣」と述べたように、こうした国民の多様性はカナダ社会の大きな特徴で
ある。
カナダは 17世紀頃からヨーロッパ出身者の移住が始まり、1867年の建国

後も連邦政府の移民政策のもと多くの移民が世界各地から入国し、先住民を
含む多様な人々によって社会が形成されてきた多文化国家である。
近年のヨーロッパ諸国の難民受入れやイギリスの EU離脱に関わる議論に
も見られるように、移民・難民を受け入れている多くの国々にとってかれら
の社会統合が大きな課題となっている。
その中でも、受入れ側社会の頭を悩ませているのが、移民の子どもの教育
の問題である。ヨーロッパ諸国では調査や研究によって、多くの移民の子ど
もは学業不振や中途退学などの問題に直面し受入れ社会への統合を果たせて
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いないという実態が報告され、移民の子どもの持つ言語的、文化的、経済的、
学力的な多様性が社会統合への妨げとなっていると指摘されており、各国政
府やOECDなどの国際機関が対策に乗り出している。
一方、カナダも多くの移民や難民を受け入れ、学校には文化的・言語的に
多様な背景を持つ子どもが多く在籍しているが、ヨーロッパ諸国のような移
民の子どもの学力に関わる深刻な問題はあまり聞かれない。また、国際調査
から、カナダの移民の子どもの学力の高さ、非移民の子どもとの間の学力差
の小ささが報告されている。
カナダの移民の子どもは、なぜこのような社会統合を果たせているのだろ
うか。カナダの教育は、どのようにして多様な子どもの社会への統合を実現
させているのだろうか。本書は、このような問題関心から出発し、カナダの
教育がどのように多様性と向きあい、対応を進めてきたかを、理論、制度、
政策、実践といういくつかの視座から考察を行っていく。
ますますのグローバル化の進展が予想される今後、日本を含めて多くの社
会で多様性としっかりと向きあうことのできる学校が必要とされていくはず
である。多様性と向きあう学校教育の姿はどうあるべきかを、多文化先進国
カナダの経験をもとに検討したい。
なお、本書は、筆者がカナダの教育についての研究を本格的に始めた

2000年から現在までの間に学会誌への投稿や学会口頭発表のために執筆し
た論文や論考をもとにしている。本書の刊行にあたって大幅な加筆、表現の
修正、構成の組み換え、データの更新を行っているが、内容に重複する部分
があることをお断りしておきたい。
本書が想定する読者は、学校教職員、教育行政職員、研究者といった教育
の専門家だけではなく、学生、一般の読者である。教育学の専門的な知見も
提示しているが、カナダという国自体やカナダの教育にあまり詳しくない読
者の方にも手に取っていただけるよう、可能な限り平易な表現を用いた。
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